








































　では，なぜ川島正次郎（1890 ～ 1970 年）な






































書は，1924 年の第 15 回総選挙から 1942 年の
第 21 回総選挙に至るまでの川島の選挙システ
ムを主題に設定する。
　第 1章では 1924 年の 2 つの選挙が取り上げ
られる。同年 1 月の県会議員選挙と 5 月の第




















　第 2 章でも 2 つの選挙が取り上げられる。
1928 年の県会議員選挙と同年の第 16 回総選挙
である。どちらも普選導入後の選挙であった。
第 16 回総選挙から中選挙区制が採り入れられ，
千葉県第 3区は第 1区（定数 4）となった。こ


















　第 3章は政党政治期として，1930 年の第 17




















　第 5 章は選挙粛正期として，1936 年の県会

















































































































































2019 年 9 月，ⅵ＋ 360 頁，定価 6,400 円＋税）
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